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(3) スクールバス 

小中学校へのスクールバスは、平成 27 年 10 月より、コミュニティバスを活用することとし、

専用のスクールバスでの運行は廃止した。 

○幼稚園（駿河小山幼稚園） 

 専用マイクロバスを利用 

○小中学校（成美小学校・明倫小学校・足柄小学校・小山中学校） 

 路線バス、コミュニティバス等を利用（平成 28年 3 月までは、定期券を無料配布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-17 スクールバス利用者数 

 

(4) 病院・医院独自の無料送迎バス 

富士小山病院では、６方面に向けて病院専用の無料送迎バスを運行している。また、東富士

病院では、JR 御殿場駅と病院間の送迎をしている。さらに、町内で無料送迎を実施している医

院があるほか、御殿場市内の病院から町内に無料送迎バスが運行されている。 

〇病院・医院独自の無料送迎バス 

・富士小山病院 
・東富士病院 
・町内医院、御殿場市内病院 等 

 

(5) 冨士霊園バス 

冨士霊園では、JR 駿河小山駅と JR 御殿場駅、小田急新松田駅からの路線バスに加え、墓参

り季節には無料バスの運行がされている。また、新宿から小田急直通墓参バス（毎週の土曜・

日曜・祝祭日及び 3月〜12 月の金曜運行）、東京発横浜経由で市川観光直通墓参バス（毎月の

第 1・第 3日曜日運行）が運行されており、関東圏からの利用も多い。 

 

(6) タクシー 

本町では、JR 駿河小山駅にタクシー待機場があったが、平成 22 年の法人事業所廃止に伴い、

町内にタクシー事業者が待機していない状況となった。このため、タクシーを利用する場合に

は、御殿場駅から配車を依頼する必要があり、時間的・料金的にも負担となっている。 
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3-4 バス利用環境 

(1) 料金割引制度 

乗り継ぎ 

 路線バス、コミュニティバス、小山地区・足柄地区実証実験運行バスとの乗り継ぎは、乗り

継ぎ券の利用によって 100 円割引を実施している。 

 

シルバー定期 

   公共交通を利用した高齢者の通院、買物、お出かけ等を支援することにより、交通事故の削

減、健康増進を図り、高齢者の社会参加の促進に資するため、小山町コミュニティバス全線及

び富士急路線バス全線が乗り降り自由となる富士急行「シルバー定期券」の購入に対する一部

助成を実施している。 

（対象者） 

小山町に住民登録があり、利用開始日時点で７０歳以上の方 

定期券の種類 通常販売額 助成額 実販売額 

３カ月 １０，２９０円 ３，０００円 ７，２９０円 

６カ月 １５，４３０円 ４，６００円 １０，８３０円 

１２カ月 ２５，７１０円 ７，７００円 １８，０１０円 

 

スクールバス定期 

 平成27年10月から小学生･中学生が利用していたスクールバスをコミュニティバスや路線バ

ス利用へと変更をした。このため、利用対象者に対して、平成 27 年度中のバス利用定期券を配

布している。 

 

(2) 情報提供 

バスマップの作成 

 路線の見直しに伴い、利用者に対してわ

かりやすい情報提供が不可欠となっている。

そこで、運行の見直しに合わせて、バスマ

ップを作成し、各戸へ配布すると伴に、ホ

ームページで公表している。 

 

ホームページによる情報提供 

 本町ホームページ及び運行事業者である

富士急行の相互のホームページでバスマッ

プ及び時刻表を公表している。 

 

公共交通検索サービスの利用 

 NAVITIME に情報を提供することで、公共

交通利用の乗り継ぎ検索を簡単に実施する

ことが可能となっている。
図 3-18 バスマップ 
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(3) 乗り継ぎ施設及びバス停の状況 

生涯学習センターの状況 

生涯学習センターは、本町の中央に

位置し、駐車場や周辺道路が整備され、

町内の活動拠点として利用されてい

る。各施設にアクセスしやすいように

バス停が配置されているが、バス待合

スペースや運行情報等、交通結節拠点

としての機能充実が求められている。 

 

乗り継ぎ拠点駅の状況 

・JR 足柄駅 

JR 足柄駅周辺は、土地区画整理事業によって整備され、駅

前広場も整備済である。キス・アンド・ライドやコミュニテ

ィバスとの乗り継ぎに十分な広さがあり、トイレ等も整備さ

れている。ただし、駅舎は古くバリアフリー化されていない。 

・JR 駿河小山駅  

JR 駿河小山駅周辺は、役

場や金融機関、商店、企業

等が集積する小山地区の玄

関口であり、駅前広場も整

備されている。現在は無人

駅であり、乗り換え案内も

されていない。また、平成

22 年までタクシーも待機していたが、現在は待機していない。 

 

新規バス停等の整備例 

・役所前 

役場前バス停は、本町役場玄関に隣接されており、多くの

利用者がいるバス停である。玄関の整備によってバス停の雨

よけとしても利用されている。 

・新柴バス停 

道路整備に合わせて、バス停車スペースを整備した。 

 

(4) バスの乗り方教室 

 本町内でバス事業を担っている富士急行(株)によって、町

内の小学校において、バスの乗り方教室を開催している。 

（平成 27 年度の開催実績） 
・8/31 北郷小、9/24 須走小、10/21 足柄小、 

11/24 明倫小、12/11 成美小 図 3-24 富士急行(株)による 
小学生へのバスの乗り方教室 

図 3-20 JR 足柄駅 

図 3-22 JR 駿河小山駅の駅前広場図 3-21 JR 駿河小山駅の無人改札

図 3-23 バス停の雨よけにもなる
役場玄関の整備 

図 3-19 生涯学習センター施設 

小山球場

多目的広場

図書館 

総合文化会館

総合体育館

弓道場

道場 

バス停
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4. 上位関連計画の整理 

4-1 第 4 次 小山町総合計画（2011～2020） 平成 23 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※パーク＆ライド：自宅から駅まで自ら自動車等で行き、駐車場に停めて鉄道やバスを利用する形態。 

 

 

 “富士をのぞむ 活気あふれる 交流のまち おやま” 

【公共交通に関する記載の抜粋】 

■移動しやすい公共交通の充実■ 

＜目的＞ 

通勤・通学、買物や通院など、だれもが利用しやすい公共交通を充実することを目的とし

ます。 

 

＜施策の方向＞ 

（1）ＪＲ御殿場線の利便性向上と利用促進 

①ＪＲ御殿場線の運行本数の増加やＩＣカード化の促進など御殿場線の輸送力増強、利便性

の向上を進めます。 

②パーク＆ライド※などの取り組みにより、ＪＲ御殿場線の利用を促進します。 

③各種イベントとの連携などにより、ＪＲ御殿場線の利用を促進します。 

（2）新たな交通システムの検討 

①住民、事業者など多様な立場のメンバーで組織する、「地域公共交通会議」を設置し、住民

にとって必要な利便性の高い公共交通ネットワークの構築に取り組みます。 

②利用者の参画を促し、地域の需用に即した生活交通のあり方について検討します。 

③バス利用の促進や公的支援により生活路線の確保に努めます。 

（3）公共交通周辺の環境整備 

①東名高速バス利用向上のために、停留所周辺の環境整備を推進します。 

②送迎車両の交通円滑化など駅周辺の環境整備を推進します。 

 

＜目標（指標）＞ 

指標名 
現状値 

（H22） 

目標値 

（H27）
指標の説明 

公共交通に 

対する満足度 
15％ 30％ 

町民アンケートにおいて、「快適な公共交通が

整備されている」と回答する割合 
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4-2 第 4 次 小山町総合計画（2016～2020）後期計画 平成 28 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通の活性化 《公共交通》 
１ 目的  

まちづくり等の地域戦略の一環として、持続可能な地域公共交通ネットワークサービスを形
成することを目的とします。 

 
２ 現況・課題 

○全国的なモータリゼーションの進展、人口減少、少子高齢化に伴う通勤、通学の利用者の減少により、

公共交通ネットワークの縮小やサービス水準の一層の低下が進み、公共交通利用者はさらに減少してい

ます。地域公共交通の維持・改善は、まちづくり、観光、健康、福祉、教育環境等の様々な分野で大き

な効果をもたらすものと期待されています。 

○町内においては、ＪＲ御殿場線、路線バス、小山町コミュニティバス、高速バス、富士登山バス、ハイ

キングバス等が運行されています。しかし、今後の人口減少により、バス路線の維持はさらに困難とな

ることが予想されます。 

○ＪＲ御殿場線は、通勤・通学・観光交流施設利用者等にとって依然として重要な公共交通機関です。し

かし、少子化、人口減少等により駿河小山駅、足柄駅の利用者は減少し続けており、無人駅となってい

ます。駅の利用促進に向け、まちづくり、観光、バス交通と一体となった取り組みを推進する必要があ

ります。 

○住民意向調査において、生活交通に対する利便性の向上が重要な施策として求められています。地域公

共交通の維持・改善を図るため、交通政策基本法及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基

づき、まちづくりと一体となった公共交通の活性化に主体的に取り組む必要があります。 
 
３ 目標（指標） 

指標名 現状値(H27) 目標値(H31) 指標の説明 

町が「快適な公共交通の整備に取り組んで

いる」と回答する町民の割合 
18％ 50％ 町民アンケート 

 
４ 施策の方向 

(1)駿河小山駅、足柄駅の利用促進と利便性向上 
①ＪＲ御殿場線全駅のＩＣカード化の促進及びＪＲの所管エリアを跨いで広域的に利用できる環境の整

備など御殿場線の利便性の向上について引き続き要望します。 

②路線バス、コミュニティバス、タクシー等と連携し、駿河小山駅、足柄駅の利用を促進します。 

③各種イベント、観光交流施設、企業との連携により、駿河小山駅、足柄駅の利用を促進します。 

(2)まちづくりと一体となった公共交通の活性化 
①地域公共交通活性化再生法に基づく協議会として「小山町地域公共交通会議」を引き続き設置し、金太

郎公共交通計画の実施、見直しだけでなく、地域公共交通の活性化に向けた取り組みを進めます。 

②都市計画マスタープラン等のまちづくりに関する計画と調和の取れた公共交通ネットワークの構築に

取り組みます。 

③単独維持困難な路線バスについては、生活確保維持路線として公的支援を実施するほか、利用の促進に

努めます。 

④小山町コミュニティバス（自主運行バス）は、路線バスの河口湖線・駿河小山線、JR 御殿場線、高速

バスと連携し、町内及び高齢化の著しい地域内の移動手段を確保します。 

⑤路線バス事業者による高齢者バス定期券を引き続き小山町コミュニティバスにおいて利用可能とし、高

齢者のバス利用の促進を図ります。 

⑥通学における公共交通の利用を支援します 

⑦地域における公共交通の取組を支援します。 

⑧これからの企業誘致・定住促進や観光拠点整備の動向も踏まえながら、通学・通勤や観光に便利な公共

交通網の形成に取り組みます。 

 (3)公共交通結節点の環境整備 
①駿河小山駅、足柄駅、東名足柄、生涯学習センター、須走地区のバス停等の乗継拠点においては、乗継

機能・情報提供の充実及び案内の多言語化等バリア解消事業を推進します。 

②新東名高速道路（仮称）小山ＰＡを活用した高速バス乗継拠点の整備を検討します。 

③小田急線新松田駅を利用した通勤通学等を支援するため、パークアンドライドのための駐車場を引き続

き設置します。 
 

５ 主要事業 
事業名称 概要 

地域公共交通 
活性化事業 

・金太郎公共交通計画に基づき、「自主運行バスの運行」「生活確保維持路線に対する補

助の実施」「ＪＲ御殿場線の利用促進」等を実施し、持続可能な地域公共交通ネット

ワークサービスの推進を図る。 
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4-3 小山町人口ビジョン 平成 27 年 10 月 
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4-4 まち・ひと・しごと創生総合戦略 平成 27 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■取組方針■ 

方針１ 三来拠点事業を中心とした未来を切り拓く取組の推進 

方針２ 官民一体となった持続的な取組の推進 

 

■基本目標■ 

１．産業拠点の整備を中心に多様な雇用機会を創出する 

２．居住環境の整備により定住・移住を促す 

３．結婚・出産・子育て環境の整備により若者世代の希望に応える 

４．様々な世代の町民が元気に安心して暮らせる環境を整備する 
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4-5 小山町都市計画マスタープラン（改訂計画）（2015～2035） 平成 27 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■将来都市構造■ 

＜目標＞ 

各地域（小山・足柄・北郷・須走）で、市街化区域の整備・環境向上を図り、魅力的でコ

ンパクトな市街地を形成するとともに、各地域の連携を強化していきます。 

＜都市構造＞ 

新東名高速道路の開通と共に、北郷地域に（仮称）小山パーキングエリアとスマートイン

ターチェンジ（以下、小山ＰＡＳＩＣ）が設置され、本町と国土幹線道路との連絡が飛躍的

に向上します。 

首都圏・県央・関西圏との連絡が容易になり、富士箱根方面や町内ゴルフ場などのレクリ

エーション施設へのアクセスが向上します。 

小山ＰＡＳＩＣを中心に、町内の各地域（小山・足柄・北郷・須走）との連絡道路を主要

幹線道路に位置づけ、町内交通の円滑化を図り、各地域ともに小学校区程度の市街化区域で、

歩いて生活できるコンパクトで安全・安心な市街地を形成するとともに、各地域の連携を強

化していきます。 

既成市街地（市街化区域）は、未利用地の宅地化、空き家等の集約・再宅地化により住宅

地としての環境を向上するとともに、各地域で「魅力の創出」を図ります。 
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4-6 まちづくりに関する計画 

(1) 観光資源の有効な利用上必要な建築物の建築又は建設の用に供する目的で行う開発行為

の運用基準（都市計画法第 34 条第 2 号運用基準(案)） 

 

 
＜観光資源の指定＞ 

観光立国推進基本法（平成 18 年法律第 117 号）第 13 条に規定する史跡、名勝、天然記

念物等の文化財、歴史的風土、優れた自然の風景地、良好な景観、温泉その他文化、産業等

に関する観光資源又は年間観光客 30 万人以上が見込まれる観光施設のうちから町が表に掲

げるものを観光資源として指定する。 

項  目 観 光 資 源 

史跡、名勝、天然記念物等の
文化財 

・富士山須走口登山道 

優れた自然の風景地、良好な
景観 

・富士山を望む優れた眺望地、自然公園法に規定する富士
箱根伊豆国立公園金時山 

温泉法に基づく温泉 ・富士山を望む優れた眺望地、あしがら温泉 

年間観光客 30 万人以上が
見込まれる観光施設 

・富士スピードウェイ 
・日本さくら名所 100 選 冨士霊園 

＜対象となる有効な利用上必要な建築物＞ 

○建築物の位置 

 ・小山町景観計画及び小山町景観条例（平成 27 年小山町条例第 25 号）に規定する景

観形成重点地区に指定した区域又は景観形成重点地区の候補地 

 ・景観資源に隣接又は近接する区域のうち図により町が指定した区域 

○建築物の用途 

 観光資源の有効な利用上必要な建築物の用途は、観光資源周辺地区の区分に応じ、それ

ぞれ当該区分に掲げる施設のいずれかであること。ただし、風俗営業等の規制及び業務の

適正化等に関する法律（昭和 23 年法律第 122 号）第 2 条各項に規定する営業を行う施

設に該当する施設を除く。 
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(2) 「内陸のフロンティア」を拓く取組  平成 28 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本目標■ 

１．防災・減災機能の充実・強化 

２．地域資源を活用した新しい産業の創出・集積 

３．新しいライフスタイルの実現の場の創出 

４．暮らしを支える基盤の整備 

 

■内陸フロンティア推進区域（小山町内の区域）■ 

富士のふもとに「三来拠点」 

３つの未来がはじまるまち・おやま 

●（仮称）小山パーキングエリア・スマートインターを活用した地域産業集積事業推進区域

●再生可能エネルギーを活用した産業拠点整備事業推進区域 

●東名高速道路足柄サービスエリア周辺を広域都市交流拠点とした土地利用事業推進区域

●生活と自然が調和した「富士小山わさび平地区」推進区域 

●南藤曲地区「家・庭一体の住まいづくり」推進区域 

●富士山の眺望を活かした駿河小山駅周辺活性化事業推進区域 


